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●足元の訪日客の動き 

観光庁の発表によると、直近 8月の訪日客の動きは前年比で9.6％の減少となった（図表 1）。 

前年割れとなるのは今年に入って4度目とあって、全体とし

ては芳しくない動きが続いている。その要因はもちろん中国

の減少が中心であり、実際に中国の動きは直近で 59％の減

少。つまり前年の4割程度の水準にとどまる。 

渡航自粛の動きが続く中、中国からの旅行は大幅に減少し

ており、ここ5か月は前年比で55～60％程度の減少が続く形と

なっている。 

 

●中国を除く推移 

一方、中国を除いた推移をみると、前年を上回る動きが続

いている（図表 2）。直近も前年比で 11.2％の増加となってお

り、好調を維持しているといってよい 

こうした動きをみる限り、中国人客の減少で全体的には前

年割れ傾向にあるものの、殊更に悲観する必要はないようにみ

える。実際に、長引く物価の上昇で日本人の消費が停滞する

中、様々な業界でインバウンドが需要を下支えする形となって

いる。 

ただ、改めて図表 2をみると、国や地域別の内訳に変化がみ

られる。これまで増加が目立っていた欧州や米国の増加幅が縮

小し、直近数か月は増加の大半を韓香台が占めている。変化の

タイミングとしては、中東情勢の影響が本格的に出始めた 4月

以降であることから、燃油サーチャージの高騰などによる渡航

費の上昇や、中東経由の路線の減便が響いたとみられる。 

その点、韓香台は日本との距離が近い分、その影響が小さい

ほか、このところの円安傾向もプラスに働いたとみられる。 

 

●強まる韓香台への依存 

こうした傾向は、仮に何らかの要因で韓香台が失速すれば、

インバウンド全体の動きも一気に悪化することを意味する。そ

れだけ不安定感が強まっていると考えれば、足元の状況は決し

て楽観できない。 

また消費の観点からみても、日本での滞在期間が長く、消費

額も多い欧米が減速する意味合いは大きい（図表 3）。人数の上

テーマ：「中国以外の訪日客」に立ち込める暗雲 

～足元で減速する欧米。韓香台の増加ではカバーしきれず～ 

～4 

【図表2】 

【図表1】 

【図表3】 

-10

0

10

20

30

40

4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8

24 25 26

韓香台 東南アジア
欧州 米国
その他 全体

（全国）中国を除く訪日客の推移（％）

（出所）日本政府観光局(JNTO）「訪日外客統計」

-20

-10

0

10

20

30

40

50

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7

25 26

中国 その他

全体

全国の訪日客の推移（前年比）（％）

（出所）日本政府観光局(JNTO）「訪日外客統計」

（出所）観光庁「インバウンド消費動向調査」

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

19 ・・ 23 24 25

韓国

台湾

米国

英国

（全国）訪日客の平均宿泊数（泊）



 

※本稿は情報提供が目的であり、商品取引を勧誘するものではありません。また、本稿は当社が信頼できると判断した各種デー

タに基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。なお、本稿に記載された内容は執筆時点

でのものであり、今後予告なしに変更されることがあります。 

2 

では韓香台がカバーできても、基本的には短期旅行が中心であるため、訪日客消費全体への影響は免れな

い。 

特にホテル需要については、韓香台は短期旅行が中心である

ことを受け、訪日客数の推移以上に減速感が強まっているのが

現状である。実際に訪日客全体はもちろん、中国を除く推移で

も前年割れとなるなど厳しい状況となっている（図表4）。 

こうしてみると、中国の渡航自粛が続く中でも、堅調な推移

が続いている印象のあるインバウンド市場であるが、内実とし

ては不安定感が強まっている点は否めない。 

先行きについても、韓香台の増加が中心という点で、アジア

経済の趨勢に左右されざるを得ず、中国の景気停滞が長引く

中、決して楽観は許されない。 
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